
「解答・解答例等」「出題の意図」 

選抜区分 ２０２６年度 （選抜区分：編入試験） 
文学部人間関係学科 （科目名：小論文） 

出題の意図 

（評価のポイント） 
問１ 

この設問は、与えられた資料（図１）に示されたデータを正確に読み取り、

その内容を適切に要約する能力を評価するために出題した。資料には、

2017 年までの離婚件数および普通離婚率の推移が示されている。まず、

受験者はこれら二つのデータに注目し、それぞれの時系列変化の一般的

な傾向を把握したうえで、それを要約することが求められる。さらに、各

データの特徴を踏まえ、特定の年代における離婚件数や普通離婚率の増

減を具体的に示すことで、データの動向をより明確に記述することがで

きる。データをもとに記述する際には、単なる増減の指摘にとどまらず、

度数や割合などの具体的な数値を用いた客観的な記述を心がける必要が

ある。 

 

問２ 

この設問は、問１と同様に、与えられた資料（表１）に示されたデータを

正確に読み取り、その内容を適切に要約する能力を評価するために出題

した。ただし、問２では、父子世帯と母子世帯における養育費受け取り状

況の経年変化の特徴を述べるだけでなく、その特徴をより明確に示すた

めに、両者のデータを比較することが有効である。与えられたデータにつ

いて、比較考察の視点から二つの表に示された内容の特徴を説明する力



を測定することも、より明示的に内容を説明するうえで有効である。 

 

問３ 

この設問は、受験者が自身の意見を客観的かつ論理的に文章で表現でき

るかを評価するために出題した。設問では、「養育費の不払いまたは不足

がなぜ問題となるか」という問いに対し、「子どもの利益」または「子ど

もの権利」という視点から論じることが求められている。ここで問われて

いるのは、受験者の自由な意見そのものと、それを与えられた条件のもと

で論理的に展開する能力である。まず、受験者は自らの意見を明確に定

め、その論理的妥当性を自ら検討する必要がある。次に、その意見が「子

どもの利益」または「子どもの権利」という視点からどのように裏づけら

れるか、その根拠を示しながら論じることが求められる。すなわち、養育

費に関する自身の考えを自由に展開しつつも、その議論が常に上記の二

つの条件に即しており、かつ「自らの主張がなぜ『子どもの利益』あるい

は『子どもの権利』に基づくのか」を明確に説明することが期待されてい

る。 

 



「解答・解答例等」「出題の意図」 

選抜区分 ２０２６年度 （選抜区分：編入試験） 
文学部人間関係学科 （科目名：面接） 

出題の意図 

（評価のポイント） 
面接の意図 

本学科を志望するうえでの必然的かつ決定的な理由、入学後の学業・学生

生活への具体的目標、卒業後のキャリアに対する明確な方針を判断する

ことを目的とする。 

 

評価のポイント 

面接者の質問に対し論理的かつ客観的に回答できること。同時に、具体的

な内容に基づいた説得力のある内容を含んでいること。学科の教育活動

に積極的な人材であること。 
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